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県 営 農 道 整 備 事 業 計農村振興課 地域計画班
事業主体 県 所管課班

※この事業は，平成21年度以前に着手した農道に限定 実農村整備課 農村環境整備班

事業の内容

農道網を有機的合理的に整備することにより高生産性農業を促進し，もって農業の近代化を図

り，併せて農村環境の改善に資するものである。

採 択 基 準

１．採択基準 事 業 区 分

広域営農団地 基幹農道事業 一 般 農 道 整 備 事 業 農道保全対策事業
農道整備事業

広域 ふれあい 一般 樹園地 集落間 中山間 点検診断 保全対策事業
事業 緊急対策事業

１）受益面積 おおむね おおむね おおむね50ha おおむね50 同左 おおむね 同左 － 50ha以上
(農振農用地) 1,000ha以上 200ha以上 以上 ha以上 30ha以上

特 例 値 おおむね － おおむね30ha おおむね30 同左 － － －
300ha以上 以上 ha以上

該当法令 ①②③④⑤⑧ － ②③④ 同左 － －

２）事業費 20億円以上 20億円以上 1億円以上 5千万円以上 同左 同左 同左 － 3千万円以上

３）車道幅員(ｍ) 車道幅員 5.0 連携する道 車道幅員 4.0 全幅員 4.5 注１ 車道幅員 全幅員 － －
特 例 値 4.0 路事業と調 3.0 4.0 注２ 4.0 4.0 － －
該当法令 ①②③④⑤⑧ 整した幅員 ②③④⑥⑧ 幹 線 は － －

同左 －

４）その他基準 － 注４であっ － 樹 園 地 ⑨又は⑩ ②③④の 旧事業が広域農道事業
て⑩に該当 又 は ⑪ に該当す いずれか の場合は，広域農道事業
する地区 ⑫ ⑬ を る区域 該当する の予算の範囲内で実施

主 と し 地域であ 旧事業が一般農道事業
た区域 って注３ 又は農免農道事業を除く

に該当 その他の事業の場合は，
一般農道事業又は基幹農
道事業の予算の範囲内で
実施

５）車種構成 自動車交通量のうち，農業に係るものが過半を占めるものであること

特例値該当法令一覧

① 離島振興法

② 山村振興法

③ 過疎地域活性化特別措置法

④ 半島振興法

⑤ 特定農山村における農林業等活性化のための基盤整備の促進に関する法律

⑥ 豪雪地帯対策特別措置法の特別豪雪地帯

⑦ 水源地域対策特別措置法

⑧ 急傾斜地帯（受益地の平均傾斜度が15度以上の地域，水田地帯は除く）

⑨ 構造改善局長が定める地域(林野率50％以上，主傾斜１/100以上の農用地の面積が50％以上)

⑩ ５法指定（①②③④⑤）を受けた区域および準ずる区域

⑪ 野菜生産出荷安定法

⑫ 田畑輪換を行う水田地帯の農用地

⑬ 酪農及び肉用牛生産の振興に関する法律
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注１：幹線は一般と同じ，全幅員支線3.0，末端2.0

注２：幹線は一般と同じ

注３：国営農地再編集整備事業（中山間地域型）と一体的に行う地区で中山間地域広域連携整

備促進計画に位置づけられた地区

注４：「中山間活性化・都市交流促進モデル事業計画」に位置づけられている農道であること

〔農道保全対策事業〕

点検診断事業 利用環境の把握，現状機能の評価，保全対策の検討に必要な調査，保全対策計

画の策定

保全対策事業 施設機能保全対策：老朽化等により機能低下した施設の修繕，補強及び更新並

びに施設機能の保全に必要なその他の工事

交通安全及び物流効率化対策：防護柵の整備，交差点の改良，歩道及び自転車

道並びに横断歩道橋の整備，踏切，標識及び照明施設の整備，

積雪寒冷地域対策工の整備，路面(路体、路床及び路盤を含

む）の改良勾配及び線形の改良並びに駐車場，ライフライン収

容施設及び農業多目的広場の整備

環境保全対策：農道沿道の並木，花壇等の施設用地，芝生，照明施設，農道の

管理用として設置する遊歩道等整備，農道周辺の生態系の保全

等に資する農道横断施設及び進入防止施設の整備

緊急対策事業 供用中の農道において災害等の不測の事態が発生し，又は発生するおそれが

ある場合の緊急的な機能回復又は予防等の措置

負担割合 区 分 国 県 市町村 その他 備 考

広 域 農 道 50 36 14 －

広 域 農 道

ふ れ あ い 50 未定 未定 －

基 幹 農 道 50 11/30 4/30

一般・樹園地 50 30 20 －

一 般 農 道

集 落 間 50 30 20 －

点 検 診 断

農 道 保 全 対 策 保 全 対 策 50(45) 25(33) 25(22) － ※（ ）は、旧農道環
境整備事業

緊 急 対 策
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県 計農村振興課 地域計画班
ふるさと農道緊急整備事業 事業主体 所管課班

市町村 (県営のみ) 実農村整備課 農村環境整備班

趣 旨
農道整備事業は，農村地域において農業生産の近代化や農産物の流通の合理化を図り，併せて

農村改善に資する事業として推進している。しかしながら，農村地域は過疎化，高齢化が特に進
展しており，その活性化を図るためには，農業の振興と定住条件の整備を図ることが急務となっ
ている。このため，農道整備事業と地方単独事業を効果的に推進していく「ふるさと農道緊急整
備事業」を創設し，農道整備の一層の促進を図るものである。

事業内容

ふるさと農道緊急整備事業 事 業 内 容 備 考

１）農道整備事業と組み合わ ・農道整備事業として採択され

せ実施する地方単独事業 た路線の一部を地方単独事業

で実施（促進型）

・農道整備事業に併設または， ・併設または合併する

合併して実施する地方単独事 事業とは，歩道，幅

業（合併型） 員の拡幅等

２）単独で実施する地方単独 ・農道整備を地方単独事業とし

事業 て実施

採択要件
① 集落間または集落と基幹的道路若しくは基幹的公共施設等とを結ぶ等，農村地域の定住環境

の改善に資する農道の新設・改良。
② 地方公共団体が実施し，管理することとなる農道。
③ 県営事業にあっては次の項目に該当するもの

ア）農道の新設・改良
・受益面積 50ha以上
・車道幅員 4.0ｍ以上
・延 長 1,000ｍ以上（離島，振興山村，過疎地域にあっては800ｍ以上）

イ）橋 梁
・受益面積 50ha以上
・車道幅員 4.0ｍ以上
・延 長 50ｍ以上

ウ）組合せ施行については，上記にかかわらず実施できる
④ 市町村営事業にあっては次の項目に該当するもの

ア）農道の新設・改良（舗装のみを含む）または橋梁等特殊構造物
・受益面積 おおむね10ha以上

事業主体，事業計画等
・事 業 主 体 県，市町村
・事 業 計 画 事業主体が「ふるさと農道緊急整備計画」を策定
・事業実施期間 平成20年度～平成24年度の５年間

負担割合 区 分 国 県 市町村 その他 備 考

県営ふるさと農道緊急整備事業 － 80 20 － うち起債90％

市町村営 〃 － － 100 － 〃
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都道府県 農村振興課
農業農村整備事業実施計画費 事業主体 所管課班

市 町 村 地域計画班

趣 旨

(1) 農業農村整備事業の事業計画段階においては，優良農地の有効利用，経営体の育成及び耕作放

棄地の解消・発生防止，畑地帯の整備をはじめとする生産基盤対策，農村地域に有する資源の有

効活用等農業の有する多面的機能に配慮した計画的，効率的な事業実施に資する農業農村整備事

業の実施計画の策定が必要になっている。このため，経営体の育成に向けた基盤整備，畑地にお

ける優良農地の確保と担い手の育成等に必要な基盤整備の向上に資する各種事業に対応し策定す

る実施計画について助成し，もって農業農村整備事業の機動的，効率的かつ円滑な推進を図るも

のとする。

事業の内容

(1) 事業の内容

優良農地の確保と育成すべき担い手に農地集積を計る基盤整備の向上に資する各種事業につい

て実施計画の策定に要する経費を助成する。

実施計画の対象地区は，下記事業に係る地域とする。

① 戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業のうち農地整備事業

② 特定地域振興生産基盤整備事業のうち農地整備事業

(2) 事業実施期間：１年間

負担割合 事業主体 国 県 市町村 その他 備 考

県 50 25 25 －
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市町村 計 農村振興課 地域計画班
集 落 基 盤 整 備 事 業 事業主体 所管課係

土地改良区等 実 農村整備課 農村環境整備班
（旧村づくり交付金）

趣 旨

集落周辺の地域における農業生産性の向上を図るため，農業生産基盤の整備とその機能の発揮

に不可欠な集落基盤の整備を一体的に実施するもの。

事業の内容

農村振興基本計画の作成及び運用に係る基本指針に基づき作成される農村振興基本計画に即して

作成される農村振興整備事業計画に基づき実施する事業又は農業生産基盤整備の実施に必要な実施

計画を策定するための事業。

表１ 工種及び内容

区 工 種 内 容分

(1)ほ場整備 農用地につき行う区画整理及びこれと相当の関連がある
他の工事を一体的に行う整備

１
(2)農業用用排水施設整備 農業用用排水施設の新設，廃止又は変更

農
業 (3)農道整備 農道，農道橋，索道又は軌道等運搬施設の新設，廃止又
生 は変更
産
基 (4)農用地開発 農地の造成（農用地間の地目変更を含む）とこれに附帯
盤 する施設の新設，廃止又は変更
整
備 (5)農用地の改良又は保全 (1)から(4)までに掲げるもののほか，農用地の改良又は

保全のために必要な整備

(1)農業集落道整備 農業集落周辺における土地改良法に基づく農業生産基盤
整備に係る農道を補完し，主として農業機械の運行等の農
業生産活動及び農産物の運搬に供する農業集落道の整備並
びに主として土地改良施設の管理等に供する連絡道の整備

(2)営農飲雑用水施設整備 家畜の飼育，園芸作物等の栽培（かんがいを除く。），
農産物の洗浄等を主体とする営農飲雑用水施設の整備

２ (3)農業集落排水施設整備 農業用用排水の水質保全，機能維持を図るために行う雨
水・汚水を排除する施設及びこれと連絡する排水路並びに

集 これらに附帯する処理施設の整備

落 (4)農業施設等用地整備 ほ場整備等により創出された非農用地の整備及び農業施
設用地に供するものの整備

基
(5)集落防災安全施設整備 集落の防災安全のために必要な，農業用用排水路，農道

盤 等の農業施設と関連する施設の整備

整 (6)自然環境・生態系保全 土地改良施設等の農業施設が有すべき自然環境，生態系
施設整備 保全機能の増進を図るための施設の整備及びその周辺環境

備 の美化を図るための修景施設

(7)地域資源利活用施設整 農村地域における地域資源を利活用（処理及び再利用を
備 含む）して農業生産の補完等を行うための施設

(8)施設補強整備 農林水産省所管に係る助成等をもって整備された農業施
設のうち，安全性の確保のために必要な補強

(9)地域農業活動拠点施設 農業生産活動，農業生産基盤の維持管理，地域保全活動
整備 等の拠点として利用される建物及び用地の整備
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区
分 工 種 内 容

(10)集落農園整備 ほ場整備その他農用地の改良又は保全のため必要な整備で
あって次のいずれかの事項を内容とするもの

① 市民農園整備促進法（平成２年法律第44号）第２条に
規定する市民農園の用に供する農地の整備及びこれと
一体的に行う周辺農用地を対象とするもの

② 集落農園開設の用に供する農用地及びこれと一体的に
行う周辺農用地を対象とするもの

③ ①又は②に附帯して都市との交流のために必要な施設
の整備

２
(11)情報基盤施設整備 土地改良施設等の維持管理やこれに関連する情報の伝達

集 に必要な施設及びこれに附帯する緊急時の情報伝達に必要
な施設の整備

落
(12)施設環境整備 農林水産省所管に係る助成等をもって整備された農業施

基 設の高齢者・障害者の利用に資するために必要な改修

盤 (13)歴史的土地改良施設 歴史的土地改良施設の歴史的価値の保全に配慮しつつ，
保全整備 施設機能の維持又は向上及び安全性の確保のために緊急に

整 必要な補強工事及びこれと一体的に整備する施設の整備

備 (14)集落土地基盤整備 ほ場整備事業その他農用地の改良又は保全のため必要な
事業であって次の事項を内容とするもの

① 非農用地捻出に必要な範囲内において農振白地農用地
（農業振興地域の整備に関する法律第８条第２項第１
号の農用地区域（以下「農用地区域」という。）以外
の区域の農用地をいう。）についてその性格にかんが
み農用地区域内農用地の整備水準との差をできる限り
設けて行うもの。

② ①と一体的に整備することが必要な農用地区域内の農
用地を対象とするもの。

採択基準等

１ 事業実施要件
１）農村振興基本計画（基本計画）が作成されていること。
２）農村振興整備事業計画（事業計画）が策定されていること。
３）農業振興地域の区域であること。
４）集落農園整備については，農業振興地域のうち農用地区域以外の区域を対象として実施す

ることができる。
５）農業集落排水施設整備を実施する場合の事業実施主体は，市町村又は一部事務組合とする。

なお，負担割合は農業集落排水事業に準ずる。

負担割合 区 分 国 県 市町村 備 考

農業生産基盤整備全般
50 15 35 集落基盤整備のうち

〈1〉 〈49〉 農業集落道整備，営農飲雑用水施
設整備，農業施設等用地整備，集
落防災安全施設整備，地域資源利
活用施設整備，集落土地基盤整備

10 40 集落基盤整備のうち
〈1〉 〈49〉 上記を除く工種

1 49 実施設計の策定

〈 〉はH20年度新規地区から適用
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都道府県 農村整備課
農 業集落排水事業 事業主体 所管課班

市町村等 農村環境整備班

趣 旨

農村地域における資源循環の促進を図りつつ，農業用用排水の水質保全，農業用用排水施設の機能

維持又は農村生活環境の改善を図り，併せて公共用水域の水質保全に寄与するため，農業集落におけ

るし尿，生活雑排水等の汚水，汚泥又は雨水を処理する施設を整備し，もって生産性の高い農業の実

現と活力ある農村社会の形成及び循環型社会の構築に資すもの。

事業の内容
①汚水，汚泥または雨水を処理する施設及びこれに付帯する施設の整備又は改築

②農業集落排水事業の施工に必要な調査及び計画の策定

③農業集落排水施設等の劣化状況等を調べる機能診断調査及びその結果に基づき施設機能を保全す

るために必要な対策工法等を定めた構想計画（最適整備構想）の策定

採択基準

1. 受益戸数 おおむね20戸以上

2. 原則として農業振興地域でおおむね1,000人程度以下を単位とする。

3. 農業集落排水汚泥等の有機性廃棄物の循環利用に関する事項及び処理水の再利用等水循環の

維持増進に関する事項を内容とする「資源循環促進計画」が策定されていること。

4. 改築の場合は，改築に要する費用が200万円以上で，かつ，供用開始後７年以上経過してい

ること，又は供用開始後対象人口の著しい増加，水質基準の強化その他既存施設を取り巻

く条件または環境の変化が認められること。（機能強化事業）

5. 農業集落排水施設等の整備における調査及び計画の策定の場合は，計画の概要を定める程度

の精度を有する書類を作成する業務であること。

6. 農業集落排水施設等の改築における調査及び計画の策定の場合は，施設の更新又は改造の要

否，工法等についての調査診断に関する業務であること。

7. 最適整備構想の策定の場合は，既存施設を有効活用すると認められるものであって，施設機

能向上を主な目的としないものであるとともに，当該市町村に整備された農業集落排水施設

であること。

事業主体
都道府県，市町村，土地改良区，農業協同組合，一部事務組合，その他農業者等が組織する団体

負担割合 区 分 国 県 その他 事業主体

市町村及び一部事務組合
施設等の整備又は改築 50 － 50

（県嵩上げは農業集落排水整備推進交付金参照）

市町村及び一部事務組合
施設等の調査及び計画の策定 50 1 49

最適整備構想の策定 １００ － － 市町村

(定額)
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市町村 農村整備課
農業集落排水整備推進交付金事業 事業主体 所管課班

一部事務組合 農村環境整備班

趣 旨

農業集落排水資源循環統合補助事業実施要綱及び地域自主戦略交付金交付要綱に基づき実施した

農業集落排水事業に係る維持管理経費及び起債の元利償還財源等として（建設事業の財源（修繕等

積立金を除く）に充当することはできない。），予算の範囲内において農業集落排水整備推進交付

金を交付する。

対象団体

農業集落排水事業を実施した市町村及び一部事務組合

交付対象等

区 分 交付金算定基準経費 単年度当たりの交付額 交付期間

通常分

平成22年度以降 市町村及び一部事務 交付金算定基準経費の1% 事業着手年度から事

に事業採択された 組合が事業を実施した 以内の額を交付期間で除し 業完了年度までの年数

地区 国庫補助対象事業費の た額 に相当する期間に１を

総額 加えた期間。ただし，

（事務費を除く。） ７年を超える場合にあ

っては，７年とする。

通常分

平成13年度以降 市町村及び一部事務 交付金算定基準経費の15% 事業着手年度から事

に事業採択された 組合が事業を実施した 以内の額を交付期間で除し 業完了年度までの年数

地区 国庫補助対象事業費の た額 に相当する期間に１を

総額 加えた期間。ただし，

（事務費を除く。） ７年を超える場合にあ

っては，７年とする。

特認分

平成12年度以前 平成13年度以降に市 交付金算定基準経費の18% 平成13年度以降事業

に事業採択された 町村が事業を実施した 以内（平成12年度採択地区 完了年度までの年数に

地区 国庫補助対象事業費の にあっては，15%以内）の額 相当する期間に１を加

総 額 （ 事 務 費 を 除 を交付期間で除した額 えた期間。ただし，７

く。） 年を越える場合にあっ

ては，７年とする。

（注）１ 交付金の交付始期は，国庫補助事業完了年度の翌年度からとする。

２ 「単年度当たり交付額」の欄において，政令指定都市にあっては，交付金算定基準経費の1%
以内とする。

３ 特認分の交付金算定基準経費の欄は，平成12年度国庫債務負担行為分を含む。
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地域用水環境整備事業 県 農村振興課 地域計画班
（旧 水環境整備事業，農業水利施設魚道整備促進事業，歴史的 事業主体 市町村 所属課班

土地改良施設保全事業及び防災水利整備事業の整理・統合） 土地改良区等 農村整備課 水利施設保全班

趣 旨

地域用水環境整備事業は，水路，ダム，ため池等の農業水利施設の保全管理又は整備と一体的

に，地域用水機能の維持増進に資する施設の整備を行い，農村地域における生活空間の質的向上

や低酸素社会づくりの促進を図るとともに，併せてこれら施設の整備を契機に，地域一体となっ

た農業水利施設の維持・保全体制の構築に資することを目的とする。

事業の内容

１ 地域用水環境整備事業

(1) この事業は，地域用水環境整備基本計画（以下「地域用水整備計画」という。）に即して

作成される地域用水環境整備事業計画（以下「地域用水事業計画」という。）に基づき実施

するものであって，水路，ダム，ため池等の農業水利施設の保全管理又は整備と一体的に，

地域用水機能の維持増進に資する以下の施設の整備を総合的に行うものとする。

① 親水・景観保全施設

② 生態系保全施設（蛍ブロック，魚巣ブロック，草生水路，魚道等）

③ 地域防災施設整備（防火水槽，吸水枡，給水栓及びアクセス施設等の整備）

④ 渇水対策施設整備（渇水時に必要となる施設（堰，揚水機，送水管等））

⑤ 利用保全施設（ベンチ，パーゴラ，水質保全施設，緑化，便所，水飲み場，休憩所，駐

車場，管理道路，遊歩道，案内板，照明，安全施設等）

⑥ 地域用水機能増進施設（共同洗い場，チェックゲート，反復利用施設等）

⑦ 小水力発電整備

(2) 特に必要とする場合にあっては，次の施設の整備を単独で行うことができるものとする。

ア 防災施設整備事業計画に基づき都府県が実施するものであって，上記③の地域防災施設の

整備

イ 渇水対策施設整備事業計画に基づき都府県が実施するものであって，上記④の渇水対策施

設の整備

ウ 魚道整備事業計画に基づき都道府県が実施するものであって，上記②のうち魚道の整備

エ 小水力発電整備事業計画に基づき実施するものであって⑦に掲げる小水力発電の施設整備

及び導入支援。

２ 歴史的施設保全事業

(1) 施設の機能の維持又は向上及び安全性確保のため緊急に必要な補強工事並びに当該工事と併

せて行う当該施設の適切な保全・管理のため一体的に整備する必要のある以下の施設の整備を

行うものとする。

ア 当該施設に関連する資料の収集・保管庫の整備

イ 管理道及び駐車場の整備

ウ 当該施設の維持補修に必要な技術の習得等（実施期間：１地区最大３年間）

採 択 基 準

１ 地域用水環境整備事業

(1) 次の用件にすべてに該当するものとする。
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ア 事業計画区域及びその周辺地域の自然的，社会的，歴史的諸条件やこれら地域に係る他

の区域計画等から，事業を実施することが適当と認められること。

イ 事業により整備した施設の適正な維持管理が行われると認められること。

ウ 総事業費が５千万円以上であること。

エ 地域用水機能増進施設の整備を行う場合にあっては，地域用水機能増進基本計画が策定

されていること。

(2) 単独地域防災施設整備，単独渇水対策施設整備，単独魚道整備及び小水力発電整備にあって

は,採択基準(1)に定めるところにかかわらず次の要件に該当するものであること。

ア 単独地域防災施設整備

a 地域防災整備事業計画が，地域防災計画（災害対策基本法第40条により作成される都道

府県地域防災計画及び第42条により作成される市町村地域防災計画）を踏まえたもので

あるか，地震防災緊急事業五箇年計画（地震防災対策特別措置法第2条により作成される

計画）において定められ，又は定められる見込みであること。

b 事業により整備した施設の適正な維持管理が行われると認められること。

c 総事業費が３千万円以上であること。

イ 単独渇水対策施設整備

a 事業により整備した施設の適正な維持管理が行われると認められること。

b 総事業費が３千万円以上であること。

c 近年，渇水に伴う取水制限が行われている地域として次のいずれかに該当する地域にお

ける施設整備であること。

(a) 直近10年間において，当該地域が属する水系における水利調整を行う組織の決定等

により，一定期間の取水量の減量等を行ったことがあること。

（b） 直近10年間において，他種水利者等関係機関から申し入れ等を踏まえ，渇水調整に

係る活動を行ったことがあること。

ウ 単独魚道整備

以下のいずれかの施設を対象に行われる施設整備であること。

a 国営土地改良事業若しくは都道府県営土地改良事業によって河川に設置された農業水

利施設次のいずれかに該当するもの。

a) 魚道が未整備又は現に設置されているが通水能力が小さいために，常時一定量の下流

への放流量を確保することが困難な施設。

b) 河川の流水による魚道の損傷若しくは施設下流部の河床低下部等により，魚道の遡上

の障害となっている施設又は常時一定量の下流への放流量を確保することが困難な施

設。

c) 水産庁（都道府県の水産部局を含む。）河川管理者，流域内の利水者協議会等から

魚道の整備を要請されている施設

b 取水量が大きく河川の流況若しくは生態系に影響を及ぼす恐れがある都道府県土地改良

施設に相当する規模を有する農業水利施設として次の全てに該当するもの。

a) aのa)，b)又はc)に該当するもの。

b) 一級河川又は２級河川に設置された農業水利施設のうち河川を横断する大規模な工作

物で取水能力が0.3m3/s以上の施設。

c 前後一連の区間で魚道が整備，又は整備が予定されている農業水利施設で当該施設の魚

道が整備されていないため，魚類の遡上の障害となっていることが明らかなもの。

エ 小水力発電
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以下の要件を満たす農業水利施設を活用した小水力発電のための施設整備又は導入支援

であること。

a 施設整備

(a) 土地改良施設等の維持管理の節減が見込まれ，次の全てに該当するもの

ⅰ 以下の施設を対象に電力を供給する小水力発電であること。

① 土地改良施設等であって土地改良区等が管理する施設。

② 農業農村振興に資する公的施設

ⅱ 土地改良区が事業主体となる場合であって，発電した電力を売電し，電力供給対

象施設に必要な電力を購入する場合には，小水力発電の発電能力を発揮した結果得

られる見込みの収入が，電気供給対象施設に係る電力料と受電・発電に必要な費用

の合計額を過度に超えない範囲の規模であること。

ⅲ 発生電力を一旦売電し，電力供給対象施設に必要な電力を購入する場合には売電

単価を電気事業者と協議を了している，又は了することが確実と認められること。

また，発電施設の建設単価及び発電単価が売電単価からみて相当な水準であること。

（b）事業により整備した施設の適正な維持管理が行われること。

b 導入支援

1) 小水力発電施設を設置した場合の経済性を検討することが適当と認められること。

2) 平成２５年度までに実施されるものであること。

２ 歴史的施設保存事業

(1) 次に該当するものとする。

ア 文化財保護法（昭和25年法律第214号)第27条第１項，第57条第１項，第78条第１項，第10

9条第１項，第182条第２項の規定に基づき重要文化財として指定され，若しくは指定される

ことが確実と認められる土地改良施設又は地域における歴史風致維持及び向上に関する法律

第５条第８項に基づき認定された歴史的風致維持向上計画に位置付けられた土地改良施設で

あること。

イ 当該施設の支配面積又は，一連の群として関連性を持つ複数の施設の末端支配面積の合計

が20ha以上であること。

ウ 事業により整備される施設の適正な維持管理がおこなわれることが確実であると認めら

れること。

エ 総事業費が３千万円（ため池にあっては８百万円）以上であること。

負担割合 区 分 国 県 市町村・その他 備 考

県営 地域用水環境整備事業
Ｈ23年度新規地

（団体営に
50 25 25 区より適用

ついては未 歴史的施設保全事業

定）
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県 計農村振興課 地域計画班
中山間地域総合整備事業 事業主体 所管課班

市町村 実農村整備課 農村環境整備班

事業の内容

条件不利地である中山間地域（５法指定地域及び準ずる地域）の活性化を図るため，農業生

産基盤や生活環境施設を中心として早急に必要な工種内容を整備し，早期に事業の効果を発現

させるものである。

採択基準

1. 離島振興法，山村振興法，過疎地域自立促進特別措置法，半島振興法，特定農山村における

農林業等活性化のための基盤整備の促進に関する法律の指定を受けた市町村及び準じる市町村

であり，林野率50％以上かつ主傾斜１／100以上の農地の面積が50％以上の区域であること。

2. 中山間地域総合整備実施計画が策定されていること。

3. 受益面積（農業生産基盤整備のうち２以上の事業の合計面積）

型 受益面積(ha) 備 考

60 (20)
一 般 型

集 落 型 20 (10) 山間地域（林野率75％以上かつ主傾斜1/20以上50％以上の区域)

生産基盤型 20 (10) 農業生産基盤（県営については，ほ場整備10haを含む）のみを行う

広 域 連 携 型 60

※ ( )は団体営の場合

4. 標準工期 5年

事業種類
１）農業生産基盤整備事業

① 農業用用排水施設整備事業 ② 農道整備事業 ③ ほ場整備事業

④ 農用地開発事業 ⑤ 農地防災事業 ⑥ 客土 ⑦ 暗渠排水

⑧ 鳥獣侵入防止施設整備事業 ⑨ 農用地の改良又は保全

２）農村生活環境整備事業

① 農業集落道整備事業 ② 営農飲雑用水施設整備 ③ 農業集落排水施設整備

④ 集落防災安全施設整備事業⑤ 用地整備事業

⑥ 活性化施設整備事業 ⑦ 集落環境管理施設整備事業

⑧ 交流施設基盤整備事業 ⑨ 情報基盤施設整備事業 ⑩ 市民農園等整備事業

⑪ 生態系保全施設等整備事業 ⑫ 交換分合事業

３）特認事業

負担割合 区 分 国 県 市町村 その他 備 考

32.5 12.5
生産基盤整備以外 55 －

(30) (15)
県 営

32.5 12.5
生 産 基 盤 整 備 55

(30) (15)

基 盤 整 備 55 1 44
団 体 営

施 設 整 備 55 1 44

※（ ）は平成23年度新規地区から適用
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市町村 農村振興課
農村環境計画策定事業 事業主体 所管課班

県 地域計画班

趣 旨

農業農村整備事業の計画段階においても，地域住民の多種多様な意向を踏まえ，農業農村の有

する多面的機能の適切かつ十分な発揮や環境との調和への配慮に対応するため，環境に関する総

合的な調査を行い，環境保全の基本方針を明確にした上で地域の整備計画を策定し，事業上の対

応方策や各種環境整備メニューの最適な選定に対する検討を行うことが必要となっている。

このため，都道府県知事が策定した農業農村整備環境対策指針等に基づき，環境に配慮した農

業農村整備事業実施の基本構想である「農村環境計画」の策定を行い，農業農村整備事業の効率

的かつ円滑な推進に資する。

実 施 地 域

主として農業振興地域の整備に関する法律（昭和44年法律第58号）第６条第１項の規定に基づ

き指定された農業振興地域を主たる対象として，環境に配慮して農業農村整備事業を実施するに

当たり，農村環境計画が必要となっている地域とする。

調査計画の内容

１ 策定内容

(1) 現況調査

策定対象地域における自然環境及び社会環境について現況を調査する。

(2) 農村環境計画の策定

(1)の結果に基づき，対象地域における農村環境計画を策定する。

２ 農村環境計画の内容

(1) 地域内の環境評価に関する事項

(2) 環境保全の基本方針に関する事項

(3) 地域の整備計画

(4) 農業農村整備事業における環境への対応方策に関する事項

(5) 農業農村整備事業における整備計画

(6) その他必要と定める事項

採択基準等

・農業農村整備事業の実施が予定されていること。

・標準事業費：10,000千円程度

・実 施 期 間：１～２年

負担割合 策定主体（実施主体） 国 県 市町村 その他 備 考

農村環境現況調査
市町村 50 － 50 －

農村環境計画の策定

農村環境現況調査 50 未 定 未 定 －
県

農村環境計画の策定 50 未 定 未 定 －




